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Ⅰ はじめに
本稿では，本学教員養成課程において小学校教諭一種免許状ならびに幼稚園教諭一種免許状
取得を目的とした科目の一つである「国語科概論（書写を含む）」についてとりあげる。筆者
は，本科目担当として，小学校国語科にかかる指導力を育成することを目的として，20年にわ
たって様々な試みを実践してきた。本稿では，なかでも教育漢字にかかる指導について取り上
げ，履修学生の意識について調査するとともに，その結果を踏まえて，今後の指導方法につい
て検討する。
教員養成大学において身につけさせるべき力は現場を想定した授業力をはじめ，多くある。
本学教員養成課程においては，模擬授業など実践的な学修は各教科指導法等において積み上げ
られている。本稿で取り上げる国語科にかかる基礎・基本を扱う科目においては，学修が履修
学生の確実な力となり，教育実習，さらには現場において発揮されることを想定した講義プロ
グラムでなければならない。履修学生が国語科にかかる知識を学修すると同時に，力を確実な
ものとするためには講義プログラムの工夫と講義時間外学修の設定が肝要と考えている。
現学習指導要領（1）では，全教科における「言語能力の育成」「言語活動の重視」「言語活動
を生かした授業づくりの在り方」が肝要とされている。国語科において育成した言語能力は，
その効果を全教科・領域において最大限に活用されることが求められる。改訂経緯は，総則等
の「授業の考え方や留意点」にあるが，現行の特質の一つに「伝統的な言語文化と国語の特質
に関する事項」の言語活動がある。本稿では，伝統的な言語文化の一つ，漢字文化に着目をし
て，かかる力を醸成することが学生の指導力を高めることにつながるとの考えを踏まえて，授
業計画にプログラムしている教育漢字にかかる学修について，学生の意識調査を踏まえて検討
する。
Ⅱ 「国語科概論（書写を含む）」の講義概要
本講義は，小学校教諭一種免許状取得のため，教育職員免許法に規定する教育職員免許状授
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与の所要資格を得るために設置された科目のうち，教科に関する科目として設定されている。
加えて，本学では免許取得の必修科目として位置づけ，教育実習の履修資格可否の条件科目の
一つとして規定されている。また，幼稚園教諭一種免許状取得目的においても同様の設定であ
るため，本講義は，小学校教諭免許状取得を主目的とする学修群と，幼稚園教諭免許状取得を
主目的とする学修群の双方が履修する状況である。従前より学修群の特徴から，履修動機を含
めた差異に起因した指導上の工夫が必要であった。第一学年を対象に配当して，国語科教育の
目的や内容を学ぶ科目としている。
1 国語科概論（書写を含む）のシラバス
次に，本科目の授業概要について，2017年度本学シラバス（2）より抜粋する。
（1）授業の目的
ねらい：小学校学習指導要領に基づき，小学校における国語科授業のあり方を考察します。母
国語である言葉の教育として，国語科教育の目標を理解し，楽しく学ぶ国語の授業を通して言
葉の理解力や表現法の指導原理を学びます。すべての教科目の基礎となる科目です。話すこと・
聞くこと・書くこと・読むこと・伝統的な言語文化と国語の特質の関する事項や言語活動につ
いてともに考察を深め，自身の国語への概念形成を行うことが目的です。
到達目標：（1）学習指導要領の改訂の経緯を理解できる。
（2）学習指導要領・国語科の骨子を理解できる。
（3）日本語の文字表記を理解し，文字や文章を正しく表記できる。
（4）漢字指導や文字について，基本を正しく理解し，評価できる。
（2）授業計画
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回 計画内容
1
オリエンテーションとして，講義の全体計画や進め方，評価方法等の説明をします。加えて，
自身の国語への意識，言葉への意識を振り返り，考察の結果を共有します。
2
母国語である国語について，とりわけ小学校「国語科」について考察します。その歴史を振
り返り，意義について協同学習によって理解を深めます。
3
小学校学習指導要領解説国語編の目標と構成を理解し，各学年の指導の特質を含めて，骨組
みについて考察をします。
4 学習指導要領改訂に伴うポイントを理解し，改訂前との比較により考察を深めます。
5
話す，聞く，読む，書くという一連の言語活動について，考察するとともにそれぞれに関連
した力について，ともに学びます。
6
話す力と聞く力，伝え合う力について，考察を深めます。表現力を育てる学習について，と
もに学びます。
7
聞く力を育てる言語活動に着目して，考察を深めます。聞き取りによって，正しく理解する
学習について，ともに学びます。
2 教育漢字にかかる学修の位置づけ
上記授業計画に示す通り，文字や漢字文化にかかる講義内容は第10回から第14回の5コマを
計画した。書写にかかる内容と合わせて，時間配分を多く設定している。文字や漢字文化にか
かる知識や技量を充分に備えることは，基礎力を踏まえたうえで適切な指導を可能とすると考
える。例えば学年別漢字配当について，基礎的知識として定着することにより，違えずに活用
をすることが容易となる。基礎的な知識を確実に定着させることは，履修学生の現場における
指導者としての自信につながるとも考えている。
基本的な力について，学生の技量を正しく判断して，レベルアップをはかり，さらなる定着
をさせるためには，はじめに教育漢字にかかる取り組みが有益であると考えており，時間外学
修として，教育漢字にかかる個別学修のノート作成を設定している。半期を通しての課題とし
ており，成績評価全体において課題評価を30％に割合付けている。
当該課題は時間を要し，継続が必要な学びであるため，初回講義で課題作成の目的，方法な
どを例示しながら概略説明をしている。記載事項は筆順，音・訓読み，部首，画数，六書を必
須項目として，用例など個別に付加することは任意としている。手書きを原則としており，用
いるツールは任意としている。学年別漢字配当の知識とその定着，筆順や読み方を含めて自身
の理解に間違いがないかどうかの確認と修正，六書を含めた新たな知識の吸収といったことを
目的としている。確実な学びとするため，到達目標に明記している。
教育漢字は履修学生にとっては義務教育段階で既習の事項である。しかしながら，本学の学
生の傾向としては，筆順や読み方を含めて，違えた知識のまま気づかずに過ごしている例が少
なからずあり，日常のレポートやノートにおいて間違いが散見される。少なくとも教育実習の
前までにそれら誤解に気づき，修正し，実習の場面においては板書や学年別に配当された漢字
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8
書くことによって表現する力を育てる言語活動について，考察を深めるとともに，作文や詩
といった文章表現について学びます。
9
文章を正しく理解する力，読解力について考え，読み方，読書の意義等を学びます。加えて
PISA型読解力について考察します。
10
日本の文字の成り立ちやその特徴について学びます。仮名について正しく理解し，硬筆習字
について学びます。
11
漢字について，成り立ちやその特徴について，基本を学びます。さらに小学校6年間で学ぶ
教育漢字について，理解を深めます。
12
書写の基本を学び，体験を通して理解を深めます。書道に親しむ心を育てることについて，
ともに考察します。
13
毛筆習字の基本について学び，体験を通して理解を深めます。書道に親しむ心を育てること
について考察を深めます。
14
言語文化と国語の特質に関する事項について，事例を通して，ともに考察し，理解を深めま
す。
15 国語科について講義で学習した内容を基にして，協同学習による理解と考察を深めます。
を正しく活用できるようにすることが課題設定の一つの目的である。
新たな知識となる六書については，漢字の成り立ちを理解するうえで重要であるため，2回
目以降の講義で，一定の時間をとって初期理解を図っている。教育漢字の資料等を示すだけで
は定着は図れないと考えている。学生自らが書く行為によって確認し，理解していくという方
法を継続している。このように教育漢字の学習に焦点化している根拠は複数ある。
現行学習指導要領にある「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 ウ 文字に関する
事項，漢字の読み書きや使い方などに関する事項，文字文化に関する事項」を焦点化して，講
義計画を立てている。学習指導要領において各学年の文字に関する事項では，該当の学年別漢
字配当表に配当されている前学年に既習した漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこととされ
ている。文字文化に関する事項では，中学年では漢字の構成，高学年では漢字の由来や特質を
理解することとある。
加えて，書写に関する事項では，点画や長短や方向，接し方や交わり方などに注意して，筆
順に従って文字を正しく書くこと，文字の組み立て方を理解し，形を整えて書くこと等，文字
の書き方，筆順，字形について示されている。これらを実践指導する教師側に立つまでに，履
修学生自身の文字や漢字に関する知識と技量を確かなものとしなければならないと考えている。
さて，義務教育における習得すべき漢字として現行1,006字の「教育漢字」は学年別漢字配
当表として示されてきた。これは，国立国語研究所による児童の漢字の到達度調査で，学習し
た漢字の約1,000字の定着状況が高いこと，日常の生活で使われる漢字がおよそ1,000字以内に
収まること等により，平成元年に定められた。このたび，平成29年告示の新学習指導要領では
学年別漢字配当表に変更が加えられ，平成32年に改訂予定である。都道府県名に用いられる20
字が新たに加わり（4学年までに配当），いくつかの漢字の配当が変更された（4，5，6学
年における変更）ため，1,026字となる。「漢字指導の改善・充実の観点から，児童の学習負担
を考慮しつつ，常用漢字表の改訂（平成22年），児童の日常生活および将来の社会生活，国語
科以外の各教科等の学習における必要性を踏まえ，都道府県に用いる漢字を学年別漢字配当表
に加えることが適当」とされた。「追加する字種の学年配当に当たっては，当該学年における
児童の学習負担に配慮することが必要である」とされた。「他教科等の学習において必要とな
る漢字については，当該教科と関連付けて指導するなど，その確実な定着が図られるよう指導
を工夫すること」とある。
このように学年別漢字配当は日常の学習指導において，身につけておかなければならない事
項である。基本事項として肝要な教育漢字に対する十分な知識を備えた学生を育てたいと考え，
教育漢字にかかる学修を焦点化しているものである。
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Ⅲ 言語事項として漢字に焦点をあてた現状について
漢字指導における現状を把握するために，平成15年10月7日中央教育審議会答申「初等中等
教育における当面の教育課程及び指導の充実・改善方針について」において提言された，特定
の課題に関する調査報告（3）にあたった。国語について「書くことについての実現状況を把握
する調査（例：長文記述）」と「言語事項（漢字，語彙等）に焦点を当てた調査」がある。漢
字に関する調査（読み，書き）のうち，小学校第4～6学年を対象に平成17年2月に実施され
たものを参照した。
質問紙調査のうち，第6学年児童を例にとった分析結果によると，漢字の学習に対する児童
の興味・関心度は54.1％が肯定的回答，日常生活での必要性については92.2％が肯定的であり，
漢字学習の好嫌に関わらず，漢字の必要性を感じているとある。また，漢字の学習方法として
は，読書活動を通しては81.5％，文章表現への活用においては75.9％とあり，80％以上がその
知識を定着させようとしている。しかしながら，筆順への留意をはかっているのが47.2％，家
庭での漢字練習を行っているのが49.1％とあるように，筆順や家庭学習への肯定的回答は50％
に満たない。加えて，第6学年児童への漢字指導を行う教師側の質問紙調査分析結果は，85.6
％が漢字指導に力を入れているが，児童の漢字学習の好きな度合いについての肯定的回答は
54.1％と低い。指導方法は，とめ，はね，はらい，点画の長短など正しい字形の指導が73.0％，
評価が70.3％，辞書を活用した意味調べ76.6％といったように学習指導が厳しく行われている。
とあった。
児童ならびに教師への質問紙調査の検証から，漢字学習に対する興味・関心（漢字学習への
好感）については，児童，教師いずれも54％程度が肯定的である。漢字指導に力を入れている
教師が85.6％，漢字への必要性を肯定している児童は92.2％とある。一方で，筆順指導をして
いる教師は62.2％，筆順に留意している児童は，47.2％と意識の違いが見られるとあった。
これらから，漢字にかかるテスト結果を踏まえた分析を考慮したうえで，漢字学習が好きと
する児童が5割程度，児童は漢字学習を好きと考えていない教師は4割以上いる。
分析結果からみた主な課題と指導上の改善については，正しい字形や筆順の指導のみならず，
「児童が漢字を学ぶ意欲を高めるように，興味が持てる教材開発などの工夫」について言及さ
れている。形式的な反復練習を避けて，課題となっている漢字を重点的に指導することで効果
を上げることが必要と指摘されている。
以上から，教師は必要性を肯定するとともに指導に力を入れており，児童もまた漢字の必要
性を肯定しているが，本来理想とする学習方法が児童に定着しているとはいいがたい。学習の
必要性のみならず，学ぶ意欲を高めることが求められる。したがって，本科目の履修学生にお
いては，充分な知識を備えることによって，文字や漢字文化にかかる知識や技量を自身の強み
として「児童が漢字を学ぶ意欲を高めるように，興味が持てる教材開発などの工夫」を可能と
する力を育成するために，当該科目における指導の充実を図らなければならないと考える。
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Ⅳ 教育漢字の学びへの意識調査
講義プログラムの適切な運用を図るためには，履修学生の関心・意欲・態度の把握が肝要と
考えている。課題の設定，提出のみならず，効果の検証が求められる。従前より概ね経験的に
効果を図ってきたが，傾向を詳細に把握し，力の定着に向けた効果的な方策を検討したいと考
えた。このため，前述の「特定の課題に関する調査（国語）」（3）の質問紙調査を参考に，履修
学生の漢字への意識について調査を試みた。
調査対象は，2017年度後期，当該科目履修学生である。調査時期は11月中旬である。文字や
漢字文化に関する講義内容は終えて，書写指導に向けた事前レポートを作成して，動機付けを
はかった段階で，書写指導に入る直前に調査を行った。欠席者もいたことから，有効回答数は
88名であった。そのうち8名が3年次編入学生等上位学年であるため，80名が第1学年の回答
数となる。
国語科への「好き・嫌い」と「得意・不得意」といった意識によって，回答に関連性がみら
れるかどうかの検証も含めて，選択式と記述式の双方の項目を準備した。
国語を得意と認識する学生は88名中35名と全体の4割程度である。「得意」とする理由の詳
細については記述式回答に，「漢字」に関する事項を理由とする学生は7名いた。「不得意」と
する55名に，「漢字」に関する事項をその理由とする学生は6名いた。一方で，国語を「好き」
とするのは55名，62.5％である。そのうち「漢字」を理由にあげている学生は4名と割合とし
ては低い。また，「嫌い」とする33名のうち，「漢字」を理由にする学生はゼロ名であることか
ら，現履修学生においては，「漢字」による国語への否定的な反応が嫌悪への動機とはなって
いないと考えた。「好き・嫌い」，「得意・不得意」のいずれの理由にも文章理解について言及
する傾向が多くみられた。
「表1 履修学生質問紙調査」に15の質問項目と数値の一部を掲載した。回答は4段階で求
めた。「そう思う，どちらかといえばそう思う」を肯定的回答ととらえ，「どちらかといえばそ
う思わない，そう思わない」を否定的回答ととらえた。全体の傾向と同時に，国語の「好き・
嫌い」によって意識傾向が変わるかどうかを見た。加えて，小学校教諭免許状取得を主目的と
する学修群（初等教育コース）と，幼稚園教諭免許状取得を主目的とする学修群（幼児教育コー
ス）の意識の傾向を見た。
表1にある質問1から5は，前述の調査（3）にある児童への質問項目を参考とした。質問6
から11までは教育漢字（現行1,006字）に関する直接的な問とした。時間外学修として設定し
ている漢字ノートへの取り組みについては記述式で質問を設定した。質問12から15までは前述
の調査（3）において，教師側に設定された質問項目を参考とした。
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漢字については国語科の「好き・嫌い」にかかわらず，90％を超えて必要性を認めている。
漢字の学習方法として，読書活動や文章表現に活用することは「好き・嫌い」によって差異は
あるものの，全体としては90％を超えており，学習方法の一つとして認識されていることは確
かである。一方で筆順に留意し，正しい字形に留意するといった日常的継続学修についての実
践は60％に満たない。学修群の違いにおいて幼児教育コースには，全体的傾向と同様の傾向で
ありながら，筆順の認識においては肯定と否定が50％，正しい字形への認識においては否定的
回答が54.5％と上回った。
漢字指導を重要ととらえている割合は，全体で88.6％と肯定的であり，好き嫌いの差や学修
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表1 履修学生質問紙調査（％）
全体（N＝88） 1年次生（N＝80）
全体
好き
（N＝55）
嫌い
（N＝33）
初等教育
（N＝58）
幼児教育
（N＝22）
肯定 否定 肯定 否定 肯定 否定 肯定 否定 肯定 否定
1 漢字は日常生活の中で必要だ。 97.7 2.3 100 0.093.9 6.1 100 0.090.9 9.1
2
読書することで，漢字を読む力がつ
く。
94.3 5.796.4 3.690.9 9.196.6 3.486.413.6
3
文章を書くとき，知っている漢字を
進んで使っている。
90.9 9.194.5 5.584.815.293.1 6.986.413.6
4 筆順に注意して漢字を書いている。 59.140.954.545.566.733.358.641.450.050.0
5
とめ，はね，はらい，点画の長短等
を厳密に意識して漢字を書いている。
56.843.252.747.363.636.460.339.745.554.5
6
小学校で学んだ1,006字について，
ほとんど正しく書くことができる。
67.031.869.130.963.636.472.427.640.959.1
7
同じく1,006字の筆順は，ほとんど
正しく書ける。
51.148.952.747.348.551.555.244.836.463.6
8
同じく1,006字の画数はほとんど正
しく理解している。
61.438.663.636.457.642.465.534.554.545.5
9
同じく1,006字の部首はほとんど正
しく理解している。
36.463.641.858.227.372.736.263.831.868.2
10
同じく1,006字の音訓について，ほ
とんど正しく理解している。
54.545.556.443.651.548.560.339.727.372.7
11
同じく1,006字の六書について，ほ
とんど正しく理解している。
22.777.323.676.421.278.827.672.4 9.190.9
12 児童は漢字の学習が好きだ。 43.255.745.554.539.460.636.263.854.545.5
13
漢字の読み書きや意味を児童が自分
で調べるように指導すべきだ。
88.611.489.110.987.912.187.912.190.9 9.1
14
とめ，はね，はらい，点画の長短等
は厳密に指導すべきだ。
93.2 6.892.7 7.393.9 6.193.1 6.990.9 9.1
15
とめ，はね，はらい，点画の長短等
は厳密に評価すべきだ。
81.818.278.221.887.912.182.817.281.818.2
群の違いにおいても9割に近い肯定的回答である。正しい字形を含めて漢字指導を肯定的にと
らえている。一方で，児童が漢字の学習が好きかどうかについては，全体で否定的回答が55.7
％と肯定回答より上回り，学修群の差異においては幼児教育コースが45.5％と否定的回答が下
回った。漢字指導が肝要としながらも，児童は漢字学習を好きではないと判断する傾向は，前
述の調査（3）の傾向と同様であった。これは履修学生自身の経験からくる回答とも読み取るこ
とができる。加えて児童の漢字学習への興味関心とのかかわりについては，必要性の肯定的回
答からは，児童が学ぶ意欲を高める必要性を認めているととらえることができる。
次に履修学生が教育漢字の理解に関してどのように認識しているかである。全体的理解，筆
順，音訓については学修群により肯定的回答と否定的回答が逆転する。画数については双方の
学修群で肯定的回答が高い。一方で既習の部首については，双方の学修群において否定的回答
が6割を超す。六書は新たな知識であるが，全体的には77.3％が否定的回答であり，いずれも
否定的回答が高い傾向がみられた。新たな知識理解に至るには時間を要すると考える。
質問調査の最後に，記述式質問項目によって漢字への意識について傾向を見た。現在時間外
学修として取り組んでいる漢字ノート作りにおける学生の気づきや感想の記述については，以
下の傾向があった。55名の回答があり，そのうち，間違いに気づいたり，知らないことを知っ
たりという肯定的効果に言及する回答は18名，筆順に関しての気づきは17名あり，学修の大変
さに20名が言及していた。
次に「国語科の中で，何を重点的に指導したいか。」の質問に，19名（21.6％）が「漢字」
に関して記述した。
また，「将来，国語を好きな児童を育てるには，どのような工夫をするとよいか。」の質問に
は，9名（10.2％）が「漢字」に関して記述した。「漢字の歴史を含めて教えて，形の変化等
を教えていけば良い。」「漢字と文章のおもしろさを伝える。おもしろさを教えるために，自分
が理解して楽しいと思って教える。」「自分で考えた漢字を発表する。」「漢字を使った遊びなど
楽しませると良いと思う。」「漢字の必要さを教えること」「虫や魚にもいろいろな漢字がある
事を知ってもらい自分達で調べてみる活動を取り入れてみる（漢字学習の応用）」「文字や漢字
と触れ合う機会を増やす」等である。
さらに，「教育実習前までに国語科を指導する上で，どのような力をつけたいか。」の質問に
は，「漢字」に関して13名（14.8％）が記述した。漢字の書き順，音訓などの記載が見られた。
加えて，「教育実習前までに国語科を指導する上で，何か努力をしていることがあるか。」の質
問には，「漢字の筆順に気を付けて書く」等18名（20.5％）が「漢字」に関して記述した。
Ⅴ 考察
筆者は従前より，「国語科概論（書写を含む）」において，文字や漢字文化の理解に焦点化し
た講義設計に基いて指導を行い，文字や漢字文化にかかわる確実な力を醸成する工夫を重ねて
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きた。漢字学習の必要性については，前述の意識調査の数値が示すように履修学生は肝要とと
らえており，ねらいや目標は伝わっていると解釈している。履修学生質問紙調査の自由記述欄
にみられたように，「漢字」に関する必要性を含めた意識は育っていると考える。しかしなが
ら，実際の学修や力量の醸成には，学修者自身の納得と動機づけが求められる。小学校教諭一
種免許状ならびに幼稚園教諭一種免許状取得を目的とした二つの学修群の履修者を対象とした
動機づけはいかにあるべきか，文字や漢字文化に関する力を確かな力として育成していくべき
かを視野に講義設計の工夫を継続していきたい。
本稿を通して，学生自身の文字や漢字文化に関する意識について傾向を把握することにより，
基礎・基本的知識の定着方法を検討する機会となった。今後は，力の定着や学修効果を図る指
導方法について継続検討する必要がある。時間外学修については学修課題を提出して，学びの
効果があったという事後感想で終わることなく，確かな力となっていることを検証し，不足部
分は自ら補完できる設計を考えていかなければならない。検証方法について教材開発など検討
を継続したい。学修は自ら行うものではあるが，その学修を確かなものとすべく設計をするの
は，講義担当としての使命である。教員養成大学において，国語科にかかわる科目担当として
確かな力量を備えた学生の育成に努める必要があると考える。
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